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か？ 自らの身体で，五感を通して具体的に確認する  








































手をのばし掴む。   
2）準間接的対象操作の段階：道具（handtool）を  
媒介として対象を操作する段階。例）櫛で髪をとか  
















受稿日 2004年9月17日  
































ります。   
環境への関わりにおいて適応反応がうまく作り出せ  
るように援助するときのポイントについて提案しま  























姿勢を維持できる可能性が高くなる。   
3）内的欲求の充足を保証。欲求充足があらばこ  




らった。   
b）生物学的欲求：自己の身体能力を発揮し達成さ  
れることから得られる満足感。「ママ，今日体操の時  
間に逆上がりができるようになったよ！」   
c）心理学的欲求：弟の面倒をみてあげたことで，  
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